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 先週３年生の算数の授業にＴ２として入らせてもらい、感じたこと・考えたことについ

て、「ユニバーサルデザイン（以下、ＵＤ）」と「生徒指導の実践上の視点」に照らし合わ

せて考えていきたいと思います。 

□「じゃんけんゲーム」による子どもたちの意欲アップ 

・かけ算の学習で、授業の中盤に「じゃんけんゲーム（パーで勝つと３点…）」を実際に行

うことで、子どもたちが意欲的に、そして「自分事」として学習に臨むことができた。 

→このゲームを本時の序盤にもってくることはできなかっただろうか。そうすることで、

１時間の中で子どもたちの意欲やかけ算への動機づけは、より強いものになったのでは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県教育センター作成『ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業づくりハンドブック』参照 

 

□先生の例示がつまずく子への支援の一つ 

・課題を提示し、すぐに自力解決させるのではなく、「例えば…」などで１つの問題をみん

なで解いてみることや、例示することで、自力解決に安心して（自信をもって）取り組

むことができる。 

→すべての問題を先生と子どもたちの「１対多数」や「一問一答」ではなく、子ども同士

の学び合いの学習形態も取り入れたい。 
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□「すごいね、『午前』何時って言えたね！」子どもの発言への価値づけ 

・子どもたちの言葉をよく聴き、その良さを伝えることで、子どもたちの自己肯定感が高

まり、次の学習への意欲にもつながっていく。 

→１時間の中で、なるべくたくさん子どもたちの良い発言を伝えることで、子どもの声を

聴くことが習慣化されていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省作成『生徒指導提要』参照 

 


